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はじめに
　本年、公益社団法人山形青年会議所は創立６０周年を迎えます。大きな節目の年を迎える今、私はこの組織のメンバーであることに大きな誇りと責任を感じています。
[bookmark: _GoBack]　私は２００５年、創立５０周年を迎えた山形青年会議所に入会しました。入会当初はＪＣ運動の中身も知らず、地域や社会への関心よりも自分の価値観だけで生きていたように思います。それから１０年の年月が流れた今、ＪＣ運動に心からの共感を覚え、情熱と高い志を持った仲間たちと共に、愛するまちやまがたを思いながら日々活動しています。青年会議所に入会してから「機会」という言葉の尊さを学びました。自分に機会を与えて頂いた時の感謝、人や地域に対して機会が創出されることの素晴らしさ、そして、すべての人にとって機会は平等に、無限にあると私は信じています。その機会を得たとき、前向きに捉えて真摯に向き合い、素直に取り組むことによって成長の度合いが違ってくるのだと思います。また、初めて人と会う機会に恵まれたとき、心を込めて、互いに心を寄せ合うことで、機会が出会いになるのだと思います。ＪＣ運動を通じて得た出会い、様々な事業を実施する中で得た学びと気付きの機会に心から感謝しています。ＪＣ運動に限らず、私の意識の真ん中にあるのは、前向きさと素直な心を持つこと、そして、いつでも夢を描いて人生を歩んでいくことです。夢を持つことで日常生活における目的や目標が明確になり、意識と行動が変わってくるはずです。機会や出会いを成長の糧として自分の人生において夢を描くこと、そして家族や会社、地域の中で夢を語り合うことでお互いへの理解が深まり、それぞれの夢に広がりが生まれるのです。夢を描くことは全ての人にとっての明るい未来に繋がっていきます。今こそ、やまがたの明るい未来に思いを馳せて

やまがたの未来をイメージしよう。
夢のある未来をともに語ろう。
そして、失敗を恐れずに行動しよう。

６０周年を迎えて
１９５５年、全国で７２番目の青年会議所として認証を受け山形青年会議所は創立されました。時代の経過と共に社会情勢や地域環境が変化する中で、愛するまちやまがたを思う心と情熱的なまちづくり運動は、６０年もの長い間脈々と受け継がれてきました。６０周年という節目の年に先輩諸兄が築き上げてこられた歴史と伝統を振り返るとき、私たちはそこに大きな誇りを感じます。先達が創り上げた組織の歩みに感謝と敬意の心を持ち続けながら、私たちは新たなる夢を描き行動しなければなりません。
青年会議所は単年度制であり毎年組織が変わります。さらに４０歳までという制限の中で、１０年前から在籍しているメンバーは数名となり、ほとんどが入れ替わります。企業をはじめとしたあらゆる組織体系を考えるときに、これほど新陳代謝に優れた制度はありません。だからこそ、その歴史と伝統を重んじ学ぶこと、変えるべきことと変わってはいけないことの判断がとても大切です。また、限られた１年間の中でのチャレンジが許され、それ以上にチャレンジすることを求められています。それはＪＣ運動だけに限ったものではなく、青年である私たちの責務であると考えるべきであり、特権でもあるのではないでしょうか。
「なぜチャレンジするのか。それは大いなる夢を実現するためです。」
少子高齢化による社会的構造の変化、通信や運輸の発達による経済状況の変化など、私たちを取り巻く環境や社会情勢は常に変化していきます。人口減少社会を迎える現在、経済成長の停滞や都市部と地方の格差などの課題や問題が存在している中で、将来への悩みや不安を感じている人が多くなっています。未来への責任世代である私たちが、地域のために出来ることを考え、やまがたのこれからの在り方を自ら描かなければなりません。そして、住み暮らす市民の皆様と一体となって行動することで、市民一人ひとりが夢のある未来を描き地域の担い手になっていくのです。山形青年会議所には志高く、愛するまちやまがたを思うたくさんの仲間がいます。仲間と共に失敗を恐れずに行動しましょう。
	
山形大花火大会
山形の夜空に大輪の花を咲かせる花火の美しさとその迫力、それを家族や友人と笑顔で見上げる人々の織り成す風景が私は大好きです。山形の夏の風物詩として市民の皆様に支持され、近年は観光資源として捉えて大切に発展してきた山形大花火大会は本年で３６回目を迎えます。運営面については、これまでの経験を重ねて進化を遂げてきておりますが、今後の継続性や発展性をしっかりと見据え、さらに安全面や資金面を関係各所の皆様と共に再検証し、これからも市民の皆様に愛され夢と感動を提供し続ける花火大会を目指します。また、大会に向けての準備や当日の設営に一生懸命に取り組むメンバーや市民サポーターの姿はとても魅力的です。運営に関わる全ての人が安全、安心な大会運営の責務の大きさに真摯に向き合い様々な課題や困難を乗り越えていく中で、皆で共有する達成感とともに、一人ひとりに成長と新たな自信を与えてくれます。この素晴らしい機会を持てることに感謝の気持ちを忘れずに、メンバー全員で山形青年会議所の創立６０周年を記念する大輪の花を山形の夜空に咲かせ、市民の皆様と共に笑顔溢れる花火大会を開催しましょう。

愛するまちやまがた
私たち山形青年会議所は、これまでの活動を通してメンバー一人ひとりがやまがたへの理解を深める中で、地域を見つめ、長い年月の中で育まれた文化を知り、今まで気づかなかったやまがたの魅力、これから「地域のたから」として育っていく可能性を持つ魅力を発見することが出来たのではないでしょうか。今こそ多くの市民の皆様と共に、未来のまち、未来を担う子どもたちのためにやまがたの魅力を発信する時です。そして、行政や関係諸団体との連携についても、やまがたを思う気持ちを共有し、今後ますます力を合わせて発展進化することが出来るはずです。未来を担う子どもたちが豊かな感性や逞しく生きる力を持ち、夢のある未来を描くことができるような事業を実施します。また、安心、安全に暮らすための防災活動や災害支援活動は、ＪＣのネットワークだけではなく、住み暮らす全ての人々が一体となってこそ効果が発揮されます。私たちの情熱を持った真摯な活動は、まちに暮らすひとを動かし一体となって行動する力を持っています。市民の皆様とともに愛するまちやまがたの明るい未来を創造しましょう。

ネットワークを活かそう
姉妹ＪＣ締結５０周年を迎える倉敷ＪＣ、そして海外姉妹ＪＣである四維ＪＣ（ＪＣＩ 台湾）、シティ・レディＪＣ（ＪＣＩ 香港）との関係性は、まちとまち、そしてメンバー間のネットワークとして無限の可能性を秘めています。この国内外に広がるネットワークを持っていることに感謝の気持ちを持ちつつ、これからも良き理解者であり良きライバルとして、これまでの交流で育まれた友情をさらに強くし、これからも互いに切磋琢磨しあえる関係を築いていきます。
また、各種大会へ参加することは、多くの気づきと学びの機会に溢れています。そして、ＡＳＰＡＣ開催を経験した今の私たちだからこそ、今までとは違った見方、捉え方ができます。地域による文化風習の違いやインフラ面を含めての地域環境の特性など、経験した様々な視点を持って参加することで、私たちの愛するやまがたの魅力を再発見できるのではないでしょうか。そして本年は、この東北の地で全国大会東北八戸大会が、日本国内で世界会議金沢大会が開催されます。私たちは一丸となって支援することは勿論のこと、この素晴らしい機会を最大限に活かさなければなりません。山形青年会議所には先輩たちから受け継いだ多くのネットワークが存在します。それを活かすのは参加した人だけです。積極的な参加と交流を通して、国内外に広がるネットワークをさらに深いものにしましょう。

新たな仲間を求めて
「友だちを沢山作って、いっぱい遊びなさい」子どものころ、父からそんな言葉で育てられました。また、今になって考えてみると父の友人や会社関係の方々とお会いする機会も多かったと思います。人と関わり、人を見て、人から教わることを大事に育てられました。山形青年会議所に入会し、魅力的な先輩たちが沢山いました。言動、立ち居振る舞いがしっかりして、情熱的で行動力のある青年経済人たちが高い志をもって一生懸命活動している姿がありました。一緒に活動していく中で、互いに成長を認め合い、時には厳しく競い合い、切磋琢磨しあえる仲間との出会いがありました。新たに仲間を迎えることは、組織の活性化に必要不可欠です。組織の魅力はそこに属している人間の魅力です。自分たちの運動に自信を持っている姿とそれを笑顔で語る言葉が人を魅了するのです。ＪＣ運動を通して得た経験と成長した姿が共感を生むのです。
新たなる仲間との出会いを求めて、私はどこにでも一緒に行きます。共に山形青年会議所の魅力を伝えましょう。

結びに
昨年、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を主管、開催させて頂きました。行政や企業・関係諸団体の皆様や市民ボランティア、国際青年会議所、日本青年会議所、東北地区、山形ブロックの同志たち、そして先輩諸兄の皆様から多大なるご支援、ご協力を頂戴したからこそ大会を無事に終えることが出来ました。また、家族や会社など周囲の方々のサポートがあってこそ、私たちメンバーが大会開催に全ての力を注ぐことが出来ました。全ての皆様への心からの感謝の気持ちを送ります。メンバー一人ひとりが言葉に表せないくらいの大きな壁にぶつかり、たくさんの困難に直面しました。国内外から８千名を超える方々をお招きして、全国的に見れば決して大きくは無いこの山形で大会を開催し運営することは本当に大変なことでありました。また、２００７年の大会開催の検証から始まったＡＳＰＡＣ招致活動の期間、真剣にやまがたの未来を考え、初めて経験することの連続の中で力強くメンバーを牽引した先輩たちの背中を見てきたからこそ、開催年度のメンバーたちはその重責を担う覚悟が出来たのだと確信します。準備と運営をするメンバーの真剣な表情と来訪者に対して向けられた輝く笑顔を、私はこれからも一生忘れません。山形ＪＣにとって、そして愛するまちやまがたにとって、ＡＳＰＡＣの開催が素晴らしい機会となったことは間違いありません。そして何よりも大切なことは、この経験を次代に繋ぎ、これからの５年後、１０年後のやまがたの在り方、夢のある未来を描き、失敗を恐れずに行動し続けることです。
最後に、人生において大切なことは、日々繰り返される日常の中で些細だと思うこと、当たり前のことをやり続けることです。時間を守ること、約束を守ること、コミュニケーションの第一歩である挨拶を元気良く行うこと。常に自分たちの足元をしっかりと見つめて行動していくことが全ての活動の原点です。そして、一度決めたことをやりぬく力が、自分自身に自信と誇りを持つことに繋がるのです。前向きさと素直な心で全ての機会に真摯に向き合い、大いなる夢を抱いて一歩一歩確実な歩みを進めていきましょう。
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姉妹ＪＣ締結５０周年を迎える倉敷ＪＣ、そして海外姉妹ＪＣである四維ＪＣ（ＪＣＩ 台湾）、シティ・レディＪＣ（ＪＣＩ 香港）との関係性は、まちとまち、そしてメンバー間のネットワークとして無限の可能性を秘めています。この国内外に広がるネットワークを持っていることに感謝の気持ちを持ちつつ、これからも良き理解者であり良きライバルとして、これまでの交流で育まれた友情をさらに強くし、これからも互いに切磋琢磨しあえる関係を築いていきます。
また、各種大会へ参加することは、多くの気づきと学びの機会に溢れています。そして、ＡＳＰＡＣ開催を経験した今の私たちだからこそ、今までとは違った見方、捉え方ができます。地域による文化風習の違いやインフラ面を含めての地域環境の特性など、経験した様々な視点を持って参加することで、私たちの愛するやまがたの魅力を再発見できるのではないでしょうか。そして本年は、この東北の地で全国大会東北八戸大会が、日本国内で世界会議金沢大会が開催されます。私たちは一丸となって支援することは勿論のこと、この素晴らしい機会を最大限に活かさなければなりません。山形青年会議所には先輩たちから受け継いだ多くのネットワークが存在します。それを活かすのは参加した人だけです。積極的な参加と交流を通して、国内外に広がるネットワークをさらに深いものにしましょう。

新たな仲間を求めて
「友だちを沢山作って、いっぱい遊びなさい」子どものころ、父からそんな言葉で育てられました。また、今になって考えてみると父の友人や会社関係の方々とお会いする機会も多かったと思います。人と関わり、人を見て、人から教わることを大事に育てられました。山形青年会議所に入会し、魅力的な先輩たちが沢山いました。言動、立ち居振る舞いがしっかりして、情熱的で行動力のある青年経済人たちが高い志をもって一生懸命活動している姿がありました。一緒に活動していく中で、互いに成長を認め合い、時には厳しく競い合い、切磋琢磨しあえる仲間との出会いがありました。新たに仲間を迎えることは、組織の活性化に必要不可欠です。組織の魅力はそこに属している人間の魅力です。自分たちの運動に自信を持っている姿とそれを笑顔で語る言葉が人を魅了するのです。ＪＣ運動を通して得た経験と成長した姿が共感を生むのです。
新たなる仲間との出会いを求めて、私はどこにでも一緒に行きます。共に山形青年会議所の魅力を伝えましょう。

結びに
昨年、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を主管、開催させて頂きました。行政や企業・関係諸団体の皆様や市民ボランティア、国際青年会議所、日本青年会議所、東北地区、山形ブロックの同志たち、そして先輩諸兄の皆様から多大なるご支援、ご協力を頂戴したからこそ大会を無事に終えることが出来ました。また、家族や会社など周囲の方々のサポートがあってこそ、私たちメンバーが大会開催に全ての力を注ぐことが出来ました。全ての皆様への心からの感謝の気持ちを送ります。メンバー一人ひとりが言葉に表せないくらいの大きな壁にぶつかり、たくさんの困難に直面しました。国内外から８千名を超える方々をお招きして、全国的に見れば決して大きくは無いこの山形で大会を開催し運営することは本当に大変なことでありました。また、２００７年の大会開催の検証から始まったＡＳＰＡＣ招致活動の期間、真剣にやまがたの未来を考え、初めて経験することの連続の中で力強くメンバーを牽引した先輩たちの背中を見てきたからこそ、開催年度のメンバーたちはその重責を担う覚悟が出来たのだと確信します。準備と運営をするメンバーの真剣な表情と来訪者に対して向けられた輝く笑顔を、私はこれからも一生忘れません。山形ＪＣにとって、そして愛するまちやまがたにとって、ＡＳＰＡＣの開催が素晴らしい機会となったことは間違いありません。そして何よりも大切なことは、この経験を次代に繋ぎ、これからの５年後、１０年後のやまがたの在り方、夢のある未来を描き、失敗を恐れずに行動し続けることです。
最後に、人生において大切なことは、日々繰り返される日常の中で些細だと思うこと、当たり前のことをやり続けることです。時間を守ること、約束を守ること、コミュニケーションの第一歩である挨拶を元気良く行うこと。常に自分たちの足元をしっかりと見つめて行動していくことが全ての活動の原点です。そして、一度決めたことをやりぬく力が、自分自身に自信と誇りを持つことに繋がるのです。前向きさと素直な心で全ての機会に真摯に向き合い、大いなる夢を抱いて一歩一歩確実な歩みを進めていきましょう。

